
2026 年 1 月 1 日発行
発行者 
株式会社南山堂　　代表者　鈴木幹太　　編集長　片桐洋平
〒 113-0034　東京都文京区湯島 4-1-11 
TEL　代表 03-5689-7850　　www.nanzando.com

D T P　クニメディア株式会社／ 
　　　　有限会社タイプフェイス
印　刷　クニメディア株式会社

978-4-525-93025-7

   ＜出版者著作権管理機構 委託出版物＞
複製を行う場合はそのつど事前に（一社）出版者著作権管理機構（電話 03-5244-5088，
FAX 03-5244-5089，e-mail: info@jcopy.or.jp）の許諾を得るようお願いいたします．
本書の内容を無断で複製することは，著作権法上での例外を除き禁じられています．
また，代行業者等の第三者に依頼してスキャニング，デジタルデータ化を行うことは
認められておりません．

©2026
no.1vol.108

官 澤 洋 平	 （神戸大学医学部附属病院 総合内科）
櫻 井 広 子	 （�社団医療法人緑川会 介護老人保健施設ふれんどりー岩泉／ 

京都大学大学院 医学研究科国際保健学講座社会疫学分野）
長 野 広 之	 （天理よろづ相談所病院 総合内科）
原 田 侑 典	 （獨協医科大学 総合診療医学）
宮 本 侑 達	 （�ひまわりクリニック／ 

名古屋大学 医学系研究科発育・加齢医学講座総合診療医学分野）

A good book has no ending.
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　第1特集のなかでも触れましたが，生成AIの発展は医学教育にも大きな影響を与えています．バルセ
ロナで開催された2025年のヨーロッパ医学教育学会という国際学会（AMEE 2025）では，生成AIを
活用した教育のセッションが非常に盛況で，多くの参加者が関心を寄せていました．筆者がその学会に
向かう飛行機のなかで読んだのが，『奇書の世界史 歴史を動かす“ヤバい書物”の物語』（KADOKAWA，
2019）という本です．この本はもともとネット上の動画で話題となり書籍化されたもので，かつては当
たり前に受け入れられていたが今みるととんでもない本や，かつては悪書とされていたのが今では名著
とされるようになったものなど，さまざまな「奇書」が紹介されています．この本を通して，時代ごとの
価値観の変化や，情報の受け取り方の多様性について考えさせられました．医学教育においても，AIの
進化とともに価値観や教育方法が変わっていくのではないかと感じています．今回の特集が，未来にお
いても価値あるものとなることを願っています．
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時代の目線でAIはどんな役割を担うのか
編集幹事のミニエッセイ
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